
インドのKeralaの5地域、特に北部において、モンスーンの季節  
の間に、数十万のヒトが主に故に刺されることで発症するウイ  
ルス熟に感染しており、この地域でこれまでに10人が死亡した。  
衛生報告によると、この5地域で15万人以上のヒトが数日で感  
染しており、インド政府は病気の広がりを検証するために必要  
なすべての手順をとっている。デング熱、テクングニヤおよび肝  
炎の症例も多数報告されている。地域によって症状は異なる  
が、蚊が媒介する伝染病もしくは激しい体の痛みを伴うウイル  
ス熟によるとしている。Malappuramの地区管理医師はモンスー  
ンの後、発熱患者は特に6月およぴ7月に急増しており、先月と  
比べると100倍の報告があった。これは通常のウイルス熟では  
なく、激しい痛みと発疹を伴う膨張を呈しており、これらの領域  
で広がっているテクングニヤもしくはその類似ウイルス疾患によ  
ると述べた。  

ベトナム保健省予防医学管理局はデング熱を防ぐために蚊の  
幼虫を殺傷する目的で、州の保健局と予防医学センターに少な  
くとも1年に2回薬品を散布するよう依頼した。衛生疫学研究所  
は、蚊の幼虫の発生を防ぐために湖や池に薬品を散布する試  
験的な計画を立てている。また、同研究所は、節足動物に感染  
している細菌であるWolbachiaを使用する研究を行っており、  
Wolbachiaは蚊の寿命を縮める。当局は、この細菌を放出する  
ための蚊が生息している地域を選定している。当局によると、  
2009年7月19日現在、国内で36．046例のデング熱感染が報告  
されており、主に南部で2008年の同時期より11．7％増加してい  
る。  
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2009年8月9日、インドBiharのMunger地区で脳マラリアによリ6  
例（子供を含む）が死亡し、1000人以上がこの病気で苦しんで  
いると、地域保健局は発表した。この感染が初めて報告された2  
週間前以降、死亡がMungerのHaveljKharagpurで起きた。  
HaveIiKharagpurでは80の村が脳マラリア症例を報告している。  
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2009年8月13日、スリランカ厚生省の疫学局はデング熱症例数  
は22，757に増加しており、これまでに232例が死亡したと発表し  
た。最新の統計によると22，757例のうち最も患者数の多かった6  
月では7050例であり、続いて7月までに6714例が報告された。  
2008年には4156感染例およぴ85死亡例のみであり、著しい増  
加を示していることから、当局は、蚊が媒介する感染を撲滅す  
るために国民意識を高めるキャンペーンを実施している。  
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概要  

HBsAg（hepatitisBsurFaceantigen）に陽性を示した供血者と  
HBV（hepatitisBvinJS）感染者とのHBVgenotypeを比較するた  
め、HBsAg陽性供血者の遺伝子型を決定した。2006年10月－  
2007年9月の日本人供血者のデータは日本赤十字社から提供  

を受け、1887例についてHBVの主な6genotypes（A－F）を  
EuSA（enzyme－Iinkedimmunosorbentassay）法によって決定し  
た。HBsAg陽性ドナーについてHBVコア抗原に対するIgM抗体  
の有無の確認を行った。供血者と患者間で示された  
HBVgenotype分布における有意差はC／B遺伝子型比で認めら  
れ、この比率は供血看で低く（2．0－3．9）、患者で高かった（5．3－  

18．2）。また、genOtyPeBの比率は10歳代の13．8％から増加し、50  
歳代では42，4％であったが、genOtyPeC比率は10歳代の83．1％か  
ら50歳代の55．1％に減少した。HBcAgに対するIgM抗体および  
NAT（nucJeicacidtest）両者に陽性であるドナーでは、  
genotypeAおよぴBは男性のみであった。日本人供血者におけ  
るHBVgenotypeの年齢特異的な分布は、8／C遺伝子型比に特  
徴があり、米国もしくは西欧諸国由来であるHBVgenotypeAの  
性特異的分布は、日本人男性ドナーに観察された。  

●●－－ － ● ● ● － － ■一 － ■ － － －－－ － － －一 － － － － － － －－ － ■ － －一 － － － － － － － － ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■■● －   

90550に同じ  

J山y：49：1314－  TransfusIOn2009  1320  B型肝炎  

第57回日本輸血・  

細胞治療学会  
2009；55；245   

Emerging  
Infectious Disease  

2009：15こ704－708   

第57回日本輸血■  

細胞治療学会  
2009：55：244  

Pedjatrics2009；  
124：658－666   

第83回日本感染  
症学会総会2009  
Apri123－24；314  

90550に同じ  E型肝炎  

90550に同じ  E型肝炎  

90550に同じ  

90550に同じ  

Nature Medicine  
2009；15；87ト872  

PLoS Pathogens  
2009：4：elOOO455  

VimsRes．2009：  

140；85－90  

90636に同じ  

ウイルス感  
染   

インフルエン  
ザ  

90527に同じ  

90550に同じ   

73／148ページ  



新型インフル  
エンザ  
（HINl）   

新型インフル  
エンザ  
（ト‖Nl）  

新型インフル  
エンザ  
（HINり   

ウイルス感  
染  

2009：360；2605－  NEnglJMed  2615  90473に同じ  

FDA／CBER2009 Apr1130  90523に同じ  

Eurosun／ei”ance  

2009；14：19244  
90550に同じ  

日本感染症学会  
第83回総会 P224  
0－171  

90505に同じ  

2009年8月4日、ブラジルMazagaoで過去3カ月間に657例がオロ  
ボーチ熟に感染した事を当局は発表した。このうち29例は  
IEC（lnstitutoEvandroChagas）によって確定診断がなされ、この  
病気の原因はCulicoides属ヌカカによる刺岐であると分かった。  
症状はデング熱やマラリアに似ており、発熱、頭痛およ全身性  
筋肉痛である。初発例は2009年3月に発生し、4月および5月に  
は報告が激増し、MazagaoのVelhoおよぴCarvaoで600を超え  
た。オロボーチウイルスはブラジルで2番目のアルポウイルス熟  
の原因ウイルスであり、ブラジルでは過去30年間に約50万人の  
発熱例が起きている。オロボーチ熟のアウトブレイクはアマゾン  
地域でのみ報告がある。  
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